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芥川龍之介 



わたくし はけ ふの 講演会に 出る つもりで ゐ ましたが、 

腹 を 壊して ゐる 為に 出られません。 元来 講演と 云 ふ も 

の は 肉体労働に 近い ものです から、 腹に 力の ない 時に 

びろう げ リ 

は 出来ない のです。 甚だ 尾籠な お 話です が、 第一 下痢 

さめ 

をす る 時には 何だか 鮫の 卵 か 何 か を 生み落して ゐるゃ 

うに 感ずる のです。 それだけ でももう がっかりし ます。 

おまけに 胃袋まで 鯨 の やうに 時々 潮 を 吐き出す ので 

す。 そこで 友人 佐 佐 木 茂 索 君に ， J の 文章 を 読ん で 貰 ふ 

ことにしました。 勿論 佐 佐 木 君 は 読む だけで はなく、 

佐 佐 木 君 自身の 講演 もされる ことと 信じて ゐ ます。 若 

し 万一され なかった とすれば、 どうか 足 を 踏み鳴らし 



て、 総立ちに なって お騒ぎ 下さい。 右 とりあへ ず御挨 

拶 まで。 

(大正 十五 年 六月) 
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